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近
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娠
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又
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主
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活
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必
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司
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だ
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、
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を
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え
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自
考
え
を
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げ
て
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り
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人
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劾
一
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る

人
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也
中
で
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い
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生
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す
』
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す

主
流
在
し
た
り
授
廷
に
干
渉
し
た
り
、
或
己
暴
行
事
脅
迫
生
し
た
場
合
辛
い
ろ

ど

の
侯
矯
考
も
気
に
え
る
も
の
が
た

い
と
い

っ
て
棄
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し
て
は
い
け
ま
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ん
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ろ
罰
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ら
れ
て
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す
が
.
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挙
人
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牧
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す
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す
る
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猿
す
べ
き

り
、
他
人
を
劫
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た
り
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ず
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判
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に
よ
っ
て
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占
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す
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る
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ば
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い
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も
、
モ
司
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で
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帯
自
分
自
考

で
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翠
ず
る
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と
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国
河
内
汚
濁
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ろ
ニ
と
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性
な
り
ま
せ
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し
え

8
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に
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ペ
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で
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織
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ι
訳
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致
℃
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え
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れ
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と
葉
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植
す
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分
の
無
意
志
.
無
安
見
、
.
無
自
覚
を
あ
ら
は
す
九
告
で

と
私
忘
れ
て
は
な
り
ま
せ
ん
。

あ
っ
て
、
た
と
え
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ど
っ
ち
の
方
角
へ
走
っ
て
い
る
の
か
わ
か
ら
な

い
自
演
草

。
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い

う
候
悼
刑
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投
票

寸

れ

ば

よ

い
か

巴
身
士
ま
か
せ
る
よ
う
な
も
の
で
・
ど
こ
え
渇
れ
て
梓
か
れ
る
か
わ
か
り
玄
せ

で
は
沢
山
わ
侯
能
者
担
当

か
ら
ど
う
し
て
投
票
し
よ
う
と
す
る
人
生
決
め
た
ん
・
謡
医
を
静
な
こ
と
で
す
@
発
事
に
は
必

f
投
草
生
し
て
、
是
非
棄
再
生
な

一

く
し
ま
し
ょ
号
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.
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白
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は、
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療
に
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治

品

か
す
も
の
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寸
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、
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円
盤
符
や
病
気
事
由
た
め
霊
所
に
来
ら
れ
な

い
人

集

在

普
段

一

市
政
党
主
と
う
い
う
政
策
き
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、

包い
け
に
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も
過
し
て

い
る
の
は
ど
の
致
党
票
が
で
者
ま
ず
か

ら
・
な
る
べ
く
早
自
に
役
場
一
円
滋
課
管
迫
電
員
会
に
果
て
、
一

で
あ
ゐ
か
喝
現
在
日
本
で

-
番
必
要
で
昆
り
回
向
山首
な
問
題
を
う
ま
〈
解
決
し
て

手
続
の
し
察
惜
し
な

い
よ
号
に
し
て
下
さ
い。
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ゆ
げ
を
う
な
の
は
ど
由
政
主
で
あ
る
か
、
い
ろ
い
ろ
の
晶
生
調
べ

て
み
て
自
分

の
摺
じ
得
る
政
党
主
ま
ず
渥
ば
な
け
れ
ぽ
な
り
ま
せ
ん
。

法
吉
が
き
ま
っ
た
ら
.
衣
は
ど
む
侯
穏
岩
士
包
ぷ
ベ
舎
か
を
決
ゐ
ま
す
。

そ

の
伎
補
者
坦
改
党
内
又
は
讃
皆
同
で
い白
る
で
あ
ろ
，フ地
依
、
そ
の
政
治
的
間
力

韓
民
竺

言

明
器
な

E
も

主

主

主
抗
て

ほ

ん
と
=
に
人
持
説
晃
の
あ
る
人

生
選
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な
け
れ
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な
り
ま
せ
ん
。
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司
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目
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♂
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っ
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S
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と

思

い

ま

す

が
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に

次

の

，
』
さ

が

ら

を

参

考

に

し

て

、

切

る
(

正

し

い
よ

い
選
挙
が
行

は
れ

ま

す

よ

う

皆

さ

ん

の

御

協

力

を

お

願

い

致
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ま
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いま かね町議だよ昭和13制耳10自衛守

よ

， 、
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が
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が
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が
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い
る

は

ず

で

す

。

政

治

が

な

た

も

の

幸

福

を

ほ

ん

さ

う

じ

考

え

て

い

る

か

ざ
う

か

・ピ
た
え
ず

注

意

し

て

い

な

け

れ

ば

な

h
ま

せ

ん

。

公

明

選

挙

と

は

、

な

た

も

の

関

誌

の

み

ん
な

が

ニ
の

L
う

な
気

持

に

な

ち

選

挙

の

時

は
立

波

な

人

に

投

票

し

て

尽

の

政
治

が

正

し

い

方

向

に

向
う

ニ

と

を
鶏

待

す

る

も

の

で

す

。


